
No. 3B3

33 -st1- 12
18 -2nd- 12
40 -3rd- 10
28 -4th- 15

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

2 0 0 0 0 1 0 0 0 2 2 4 0 1 0 0
1 0 0 0 0 2 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
7 - - - - - - - - - - - - - - -
8 2 0 0 1 6 0 0 1 1 2 3 0 2 0 0
9 * 7 0 0 3 4 1 2 1 1 2 3 0 0 0 0

10 * 10 2 2 2 4 0 0 0 1 2 3 0 3 0 0
11 10 0 3 5 7 0 1 0 0 2 2 0 0 0 0
12 0 0 0 0 3 0 0 1 1 1 2 0 1 0 0
13 11 0 0 5 7 1 1 1 2 1 3 0 2 0 0
24 * 22 0 1 10 11 2 3 4 2 1 3 0 2 0 0
25 15 0 0 7 10 1 3 0 1 2 3 0 2 0 0
33 4 0 1 2 2 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
35 * 24 2 2 7 7 4 5 0 3 6 9 0 2 0 0
41 * 14 2 3 4 4 0 0 1 4 4 8 0 3 0 0

                
                
                
                
                
                

0 3 5     
合　　計 119 6 12 46 68 9 15 11 22 31 53 0 19 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

6 * 21 1 1 8 19 2 3 0 7 7 14 0 0 0 0
5 * 2 0 0 0 1 2 2 1 0 0 0 0 1 0 0
7 * 6 0 0 3 6 0 0 5 1 1 2 0 0 0 0
8 - - - - - - - - - - - - - - -
9 2 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

10 * 5 1 3 1 3 0 0 3 0 5 5 0 2 0 0
13 - - - - - - - - - - - - - - -
14 2 0 3 1 1 0 0 4 0 2 2 0 2 0 0
15 - - - - - - - - - - - - - - -
16 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
17 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 2 0 1 1 2 0 0 3 0 1 1 0 0 0 0
21 - - - - - - - - - - - - - - -
22 * 9 0 0 3 9 3 3 2 1 1 2 0 2 0 0

                
                
                
                
                
                

0 2 3 5    
合　　計 49 2 9 19 43 7 8 20 11 20 31 0 8 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:％:

○試合のまとめ
今シーズンより一部に昇格した青森中央学院大学と覇権奪回に燃える東北学院大学の一戦。
前半、最終ピリオドでディフェンスなどで粘りを見せた青森中央学院大学だったが、東北学院大学のプレッシャー
ディフェンスと圧倒的なシュート力が勝り、終始東北学院大学ペースの試合展開となった。シュートの確率やリバ
ウンドで青森中央学院大学を寄せ付けなかった東北学院大学が119-49で勝利した。
○第一ピリオド
両チームともマンツーマンディフェンスで試合開始。開始直後、東北学院大学#41菅野のシュートから東北学院
大学が落ち着いたパス回しで得点を重ねる。対する青森中央学院大学は#10相坂の3Pや♯6東海林のゴール
下シュートで対抗するもリバウンドを取れず、点差を詰めることができない。その後も東北学院大学はスティール
からの速攻で得点を重ねる。流れを変えたい青森中央学院大学は東北学院大学のミスから得点するも、東北学
院大学優勢のまま第一ピリオド終了。
○第二ピリオド
点差を詰めたい青森中央学院大学は第二ピリオド開始直後から激しいディフェンスを仕掛ける。青森中央学院
大学に流れが傾きかけたが肝心のシュートは入らない。東北学院大学は開始3分でタイムアウトを請求し、一度
展開を落ち着かせる。東北学院大学#25杉田のシュートが決まるが両チームともミスが続き、拮抗した試合展開
となる。東北学院大学は#33平山の3Pなどで流れを引き戻す。残り2分青森中央学院大学#18斎藤のレイアップ
シュート、♯6東海林のシュートで点差を詰めるも、東北学院大学#2武田の落ち着いたゲームメイクに阻まれる。
東北学院大学リードのまま51－24で前半終了。
○第三ピリオド
第三ピリオド開始直後から東北学院大学はディフェンスで青森中央学院大学を圧倒する。オフェンスでも、#41菅
野が起点となり#35小山内がゴール下を連続で決め、得点を量産する。開始3分青森中央学院大学♯6東海林
が初得点を挙げるも、東北学院大学のディフェンスに阻まれ、得点することができない。ドライブなどでくらいつく
も完全にゲームを支配した東北学院大学の大量リードのまま最終ピリオドへ。
○第四ピリオド
青森中央学院大学#10相坂のシュートをきっかけに、東北学院大学のファールやミスを誘い、#22村上、♯6東海
林らが得点を重ねる。対する東北学院大学は、得点を伸ばしたいが、ミスが続き、第三ピリオドの勢いを失う。最
後まで青森中央学院大学は粘りを見せるが、徐々に東北学院大学のシュートが入り出し、タイムアップ。最終的
に、終始力を見せつけた東北学院大学が119-49で勝利した。

担当者：福田 有利子（山形大学） 東北大学バスケットボール連盟
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